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――遺産周辺のモノやコトの大切さ

現在は独立起業していますが、かつては、とある
中堅旅行会社に身を置いていました。パリの街並
みやノートルダム大聖堂、ヴァティカン市国やロー
マも、仕事上の観光スポットとしての認識が強かっ
たのですが、同業者でもある私のパートナーが世
界遺産検定を勉強し始めたのをきっかけとして、
私自身も世界遺産に興味を持ち、いつの頃から
か、各国の観光地を違った角度から意識し始める
ようになりました。何事も知識が強みとなること
が、往々にしてあります。世界遺産という言葉を知
り修学することで、目前の観光スポットを「これが
世界遺産です」と真実味をもって力強く語ること
ができ、お客様の興味を引き出し、より深い旅行
体験へと導くことができます。顧客の獲得や囲い

込みにも繋げることのできる優秀な、話題多き旅
行セールスマンを目指せるのです。

今、思い起こすと、旅行会社に在籍していたから
こそ、訪れることができた遺産が幾つかあります。
エジプト・シナイ半島の『聖カトリーナ修道院』や
イスラエル東部の『マサダ国立公園』などです。
前者は旧約聖書「十

じっかい
戒」の場面、後者はローマ帝国

時代、ユダヤ教徒自決の悲劇の地。マサダの岩山
から眼下に死海を見るあの映像は、鮮明に記憶に
残っています。やがて、世界遺産が世界遺産たる
理由だけでなく、遺産周辺で起こっている様々な
出来事も、意識するようになりました。つまり、そ
の遺産の周辺地域も、役割や価値をもったものと
して遺産と同じ時を刻みつつ、今日まで存在して
きたのです。遺産を保護・保全するために緩衝地
帯が指定されているように、世界遺産はその周辺
地域も含めての背景（時代・権力闘争）、共に築か
れてきたモノやコトも、語り継ぐ必要があるので
はないでしょうか。このように考える原点も、ユネ
スコ憲章前文に示されている「平和のとりで」にあ
ります。そして、世界遺産で得た学びを自分の日
常生活にも反映できるのです。短絡的なわだかま
りや私見を勝手に広げるのではなく、まずは自分
自身の中に「平和の“とりで（砦）”」築く。そこに心
を留め、隣人や周辺環境などに対して、どのように
行動すればよいのか、と。瞬時に動くのではなく、
一度立ち止まって考え直す知見の必要性を、世界
遺産は教えてくれます。過去の経験や知識が“とり
で”に蓄えられて、さらにその“とりで”を通すこと

で視野が広くなり、多様性あるものへと展開して
いくのではないでしょうか。

一方、仕事柄なのか、各地での観光業の取り組
みにも関心を注いでいます。それぞれの地域に
は、特有の気候や地形で成った自然環境や文化
的・社会的生活から生まれた風土などがあります。
そして、時間経過や環境変化などによって、そこに
ある様々なモノやコトが融合し絡み合って、地域
独自のモノやコトが派生し、存在し続けています。
その形となったものが、地域の産物・産品、無形文
化や伝統です。最近ではそういった視点から色々
と書き留めたことを本にまとめました。

――心の“とりで”を築くこと

認定講師としては、現在、大学で「世界遺産検
定対策講座」を担当させていただいております。
ユネスコの平和理念はもちろんですが、それぞ
れの世界遺産の特徴や成り立ちの歴史、背景、あ
わせて、今日の我々の社会生活に影響をもたらし
ているモノやコトなどまで掘り下げながら、講義
をしています。各々の活動には、人との連携や協
力が必然です。特にコミュニケーション学を専攻
する学生たちには、相手との意見交換や賛否を求
める際、人と接する限り、必ずコミュニケーション
は伴ってくる、と説いています。社会人ともなれ
ば、業務相手との折衝や交渉、提案の機会も多く
なり、相対（あいたい）する場面では、防御する、身
構える、隙を狙う、といった一線を画する“とりで”
を設けるのではなく、相手の要望や思惑を覗き込
んで探るような、直進せずに一度立ち止まって身
を置く“とりで”をもつことが大切です。「平和のと
りで」は、「あなたの“とりで”」なのです。相手に寄
り添いながら、交流へと繋げていく。お互いに「平

和をもたらす“とりで”」を築くためのコミュニケー
ション力を身につけて、共にWin-Winとなってほ
しい、と。

また、観光業に携わる方々に向けて、「観光プラ
ンナー」や「観光コーディネーター」資格の研修講
義も行っています。日本各地には地域特有の産物
や産品があります。これらを観光需要者に対して、
どのように認知度を上げ、購買量の増加へと繋い
でいくか、また、生産地への来訪に繋げられるか。
観光プランナーは、話題作りからプランニングま
で携わります。そして、その後に伴う、地域の産物・
産品として創り上げた、モノやコトの需要と供給を
継続的に循環させる仕組みや、地域経済・地域産
業の造成と活性化へと導いていくのが、観光コー
ディネーターです。類似するものも多い現世では
一過性、一度きりの体験で終わってしまいます。
今ある顧客ニーズだけでなく、新たなニーズを創
造し注目させる。観光産業を率先し従事していく
リーダーを育てていければと願っています。

世界遺産を学んだ者として、個々の遺産の素晴
らしさを語るとともに、遠くの世界のコトではな
く、自分の世界での関わりとして、ユネスコ憲章前
文の「平和のとりで」や世界遺産条約の理念をしっ
かりとお伝えしていきたいです。自己見解を発す
る前に、まずは“とりで”の中に仕舞って、多角的・
俯
ふ か ん

瞰的に見直す。世界遺産とその周辺地域は、先
代の時から伝承されてきたあらゆる営みが、今を
生きる我々にコミュニケートしています。変化し続
ける社会・文化、自然環境の中で、平和な今日を築
いていくモノやコトを未来へと繋げていきたい、
と考えています。
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